
山梨県立図書館インターネットサービス等利用要綱 

 

（目的） 

第一条 この要綱は、別に定めるものを除くほか、山梨県立図書館利用規程（以下「規

程」という。）第八条第二項の規定に基づき、山梨県立図書館（以下「県立図書館」

という。）のインターネット、外部データベース等、電子書籍端末及び公衆無線ＬＡ

Ｎの利用に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（定義） 

第二条 この要綱における用語の定義は、次のとおりとする。 

一 外部データベース  

山梨日日新聞「山日データベース」、朝日新聞「聞蔵」、読売新聞「ヨミダス歴史

館」、日経テレコン２１、官報情報検索サービス、マガジンプラス、第一法規法情

報総合データベース及び国立国会図書館歴史的音源     

二 電子書籍端末  

県立図書館が所蔵する電子書籍を館内で利用するための専用タブレット型端末     

三 公衆無線ＬＡＮ  

館内に設置された機器により電波を受信し、インターネットを利用できる環境      

 

（インターネット及び外部データベース等の利用） 

第三条 山梨県立図書館サイレントルーム等利用要綱及び山梨県立図書館の図書館資

料等の複製に関する取扱要綱に定めるもののほか、インターネット及び外部データベ

ース等の利用方法等は、次のとおりとする。 

一 音源を停止し、又はヘッドホンを使用しなければならない。 

二 外部データベース等を利用する場合は、各データベースの提供元の利用規約等を

遵守しなければならない。 

三 利用者は、次に掲げる行為を遵守しなければならない。山梨県立図書館長（以下

「館長」という。）は、遵守事項に反する行為を行った者の利用を制限し、又は中

止することができる。 

ア 有料サイトや公共の場での閲覧にふさわしくないサイトへのアクセスをしな

いこと。 

イ 画面の撮影及び録音をしないこと。 

ウ 著作権その他の権利を侵害する行為をしないこと。   

エ ＵＳＢメモリ等の外部記録媒体を使用しないこと。 

オ ワープロソフト、表計算ソフト等を利用しないこと。 

カ ソフトウェアのダウンロード、アップロード、インストール等をしないこと。 

キ 端末等の設定を変更しないこと。 

ク 他の利用者の迷惑となる行為をしないこと。 



（電子書籍端末の利用） 

第四条 電子書籍端末の利用方法等は、次のとおりとする。 

 一 利用日及び利用時間は、規程第二条第十号の閲覧エリアの開館時間内とする。 

 二 利用場所は、閲覧エリア（サイレントルームを除く。）とする。 

 三 利用方法は、次のとおりとする。 

ア 電子書籍端末を利用しようとする者は、児童カウンター又は二階サービスカウ

ンターへ図書館利用カードを提示し、申し込まなければならない。 

イ 利用時間は、一日につき一八○分間を限度とする。 

四 利用者は、次に掲げる行為を遵守しなければならない。館長は、遵守事項に反す

る行為を行った者の利用を制限し、又は中止することができる。 

 ア 画面の撮影及び録音をしないこと。 

 イ 著作権その他の権利を侵害する行為をしないこと。 

 ウ 端末等の設定を変更しないこと。 

エ 他の利用者の迷惑となる行為をしないこと。 

 

（公衆無線ＬＡＮの利用） 

第五条 公衆無線ＬＡＮの利用方法等は、次のとおりとする。 

 一 利用日及び利用時間は、規程第二条第九号の図書館の開館時間内とする。 

 二 利用場所は、閲覧エリア及び交流エリアとする。 

 三 利用方法は、次のとおりとする。 

  ア 公衆無線ＬＡＮ接続が可能な機器は、利用者が用意するものとする。 

  イ 接続及び利用は利用者自らの責任において行い、通信に要する料金は利用者が

負担するものとする。 

  ウ 電源を必要とする場合は、指定された場所で利用しなければならない。 

  エ 音源を停止し、又はヘッドホンを使用しなければならない。 

四 利用者は、次に掲げる行為を遵守しなければならない。館長は、遵守事項に反す

る行為を行った者の利用を制限し、又は中止することができる。 

  ア インターネットの閲覧は、公共の場であることを考慮し、公序良俗に反するサ

イトへアクセスをしないこと。 

  イ サイレントルームでの使用はソフトキーボードのパソコンのみの利用とする。 

  ウ 他の利用者の迷惑となる行為をしないこと。  

 

（損害の賠償） 

第六条 インターネット、外部データベース等、電子書籍端末及び公衆無線ＬＡＮの利

用による損害の賠償は、次のとおりとする。 

一 利用者は自己の責任において利用するものとし、県立図書館は利用から生じるす

べての経済的、法的責任を負わない。 

二 不正行為により県立図書館及び接続先の機器やデータに損害を与えた者は、その



損害を賠償しなければならない。 

 

附 則 

 この要綱は平成二十四年十一月十一日から施行する。 

 

 


